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都道府県別ＳＳ数・事業者数（年度末）
1994 2014 2015

ＳＳ数 ＳＳ数 事業者数
ＳＳ数

事業者数
94年度比 前年度比

北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県
新 潟 県
山 梨 県
長 野 県
静 岡 県
富 山 県
石 川 県
岐 阜 県
愛 知 県
三 重 県
福 井 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県
山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿児島県
沖 縄 県
全国合計

3,045 1,872 814 1,855 -39.1% -0.9% 800 
968 596 293 581 -40.0% -2.5% 286 
993 545 299 537 -45.9% -1.5% 294 

1,243 665 288 663 -46.7% -0.3% 288 
784 498 240 497 -36.6% -0.2% 239 
913 485 255 481 -47.3% -0.8% 249 

1,414 891 478 875 -38.1% -1.8% 465 
2,096 1,256 785 1,184 -43.5% -5.7% 730 
1,370 756 458 722 -47.3% -4.5% 422 
1,421 768 420 703 -50.5% -8.5% 363 
2,144 1,156 533 1,083 -49.5% -6.3% 480 
2,469 1,318 720 1,204 -51.2% -8.6% 634 
2,894 1,180 639 1,125 -61.1% -4.7% 582 
2,031 1,003 390 921 -54.7% -8.2% 335 
1,548 1,002 539 957 -38.2% -4.5% 506 
709 431 264 404 -43.0% -6.3% 244 

1,492 928 411 903 -39.5% -2.7% 388 
2,129 1,144 581 1,085 -49.0% -5.2% 542 
613 405 169 397 -35.2% -2.0% 164 
710 373 162 361 -49.2% -3.2% 160 

1,309 781 407 757 -42.2% -3.1% 391 
3,146 1,572 631 1,520 -51.7% -3.3% 594 
1,136 653 324 634 -44.2% -2.9% 311 
524 297 162 292 -44.3% -1.7% 159 
639 342 170 333 -47.9% -2.6% 162 
903 452 186 449 -50.3% -0.7% 183 

2,333 1,034 413 999 -57.2% -3.4% 389 
1,857 1,096 442 1,053 -43.3% -3.9% 416 
554 303 151 294 -46.9% -3.0% 147 
729 412 260 387 -46.9% -6.1% 237 
407 239 95 237 -41.8% -0.8% 92 
622 361 198 352 -43.4% -2.5% 193 

1,225 647 282 635 -48.2% -1.9% 273 
1,452 797 360 770 -47.0% -3.4% 349 
887 483 213 462 -47.9% -4.3% 198 
696 381 247 369 -47.0% -3.1% 237 
669 377 178 374 -44.1% -0.8% 173 
996 609 308 596 -40.2% -2.1% 299 
676 374 230 369 -45.4% -1.3% 227 

2,047 1,035 406 1,020 -50.2% -1.4% 393 
625 347 135 327 -47.7% -5.8% 134 
830 538 272 530 -36.1% -1.5% 267 

1,468 798 419 777 -47.1% -2.6% 406 
863 518 268 502 -41.8% -3.1% 259 
906 537 281 528 -41.7% -1.7% 275 

1,484 903 520 881 -40.6% -2.4% 507 
452 352 133 348 -23.0% -1.1% 132 

60,421 33,510 16,429 32,333 -46.5% -3.5% 15,574 

次
号（
18
日
付
）休
刊

　

前
年
度
に
比
べ
Ｓ
Ｓ
減

少
率
が
最
も
高
か
っ
た
の

は
８
・
６
％
減
だ
っ
た
千

葉
で
、
１
１
４
ヵ
所
減
の

１
２
０
４
ヵ
所
に
落
ち
込

ん
だ
。
次
い
で
群
馬
が
８

・
５
％
減
、
65
ヵ
所
減
の

７
０
３
ヵ
所
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
８
・
２
％
減

の
神
奈
川
、
６
・
３
％
減

の
埼
玉
・
山
梨
な
ど
、
関

東
１
都
10
県
の
減
少
率
が

際
立
っ
て
い
る
。
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
の
需
要
減
に
加

え
、
採
算
を
度
外
視
し
た

過
当
競
争
の
現
状
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
格
好
だ
。

　

局
地
的
に
は
和
歌
山
の

６
・
１
％
減
、
佐
賀
の
５

・
８
％
減
な
ど
、
ガ
ソ
リ

ン
需
要
減
や
価
格
競
争
の

激
化
な
ど
を
背
景
と
し
た

市
場
環
境
の
悪
化
が
著
し

い
地
域
で
も
減
少
率
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｓ
数
の
全
国
計
は
１

１
７
７
ヵ
所
減
の
３
万
２

３
３
３
ヵ
所
で
、
減
少
率

は
３
・
５
％
減
と
前
年
を

若
干
上
回
る
減
少
率
と
な

っ
た
。
エ
ネ
庁
で
は
前
年

度
に
引
き
続
き
、
再
開
の

見
込
み
が
な
い
４
１
８
ヵ

所
の
Ｓ
Ｓ
を
職
権
で
消
除

し
た
が
、
こ
の
数
を
差
し

引
く
と
、
減
少
率
は
２
・

３
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

　

登
録
Ｓ
Ｓ
数
が
ピ
ー
ク

だ
っ
た
１
９
９
４
年
度
末

（
６
万
４
２
１
ヵ
所
）
と

比
較
す
る
と
、
減
少
率
が

最
も
高
い
の
は
東
京
で
６

割
超
に
達
す
る
。
次
い
で

大
阪
が
57
・
２
％
減
と
６

割
に
迫
る
ほ
か
、
神
奈
川

が
54
・
７
％
減
、
愛
知
が

51
・
７
％
減
、
千
葉
が
51

・
２
％
減
、
群
馬
が
50
・

５
％
減
、
京
都
が
50
・
３

％
減
、
福
岡
が
50
・
２
％

減
な
ど
、
東
名
阪
の
大
都

市
を
中
心
に
Ｓ
Ｓ
が
半
減

し
て
い
る
。

　

一
方
、
事
業
者
数
を
み

る
と
、
前
年
度
比
で
減
少

率
が
最
も
高
か
っ
た
の
は

14
・
１
％
減
の
神
奈
川
で
、

55
社
減
の
３
３
５
社
に
落

ち
込
ん
だ
。
次
い
で
群
馬

が
13
・
６
％
減
、
57
社
減

の
３
６
３
社
、
千
葉
が
11

・
９
％
減
、86
社
減
の
６
３

４
社
の
順
と
な
り
、
事
業

者
数
で
も
関
東
地
区
で
の

減
少
が
目
立
っ
て
い
る
。

全
国
で
は
５
・
２
％
減
、

８
５
５
社
減
の
１
万
５
５

７
４
社
に
減
少
し
た
。

　

石
連
週
報
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
出
荷
量
は
、
７
月
第

２
週
（
３
日
〜
９
日
）
が

前
週
比
３
・
９
％
減
、
前

年
比
７
・
６
％
増
の
１
０

１
万
㌔
㍑
と
２
週
連
続
で

前
年
実
績
を
超
え
た
。
過

去
５
年
平
均
比
で
み
て
も

０
・
６
％
増
と
な
り
、
暑

さ
の
影
響
も
加
わ
っ
た
模

様
で
７
月
商
戦
は
好
調
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
格
好

だ
。

　

一
方
、
夏
商
戦
本
番
を

前
に
生
産
量
は
前
週
比
14

・
１
％
増
の
１
０
７
・
９

万
㌔
㍑
に
上
昇
、
４
週
ぶ

り
に
１
０
０
万
㌔
㍑
台
を

上
回
っ
た
。
こ
の
結
果
、

出
荷
好
調
の
中
で
在
庫
は

前
週
比
２
・
３
％
増
の
１

７
３
・
３
万
㌔
㍑
に
積
み

上
が
っ
た
。
た
だ
、
前
年

比
で
は
０
・
５
％
減
の
低

水
準
に
戻
っ
た
。

　

ま
た
、
軽
油
出
荷
量
は

前
週
比
６
・
２
％
増
、
前

年
比
17
・
１
％
増
の
65
・

２
万
㌔
㍑
と
な
っ
た
。
在

庫
は
前
週
比
１
・
４
％
減
、

前
年
比
15
・
５
％
減
の
１

５
２
・
２
万
㌔
㍑
に
取
り

崩
さ
れ
た
（
２
面
に
Ｄ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に

よ
る
小
売
価
格
調
査
（
11

日
・
消
費
税
込
み
）
レ
ギ

ュ
ラ
ー
全
国
平
均
は
前
週

比
０
・
３
円
安
の
１
２
３

・
５
円
と
２
週
連
続
で
値

下
が
り
し
た
。
０
・
３
円

高
の
岩
手
、
東
京
、
和
歌

山
、
高
知
、
０
・
２
円
高

の
山
形
と
香
川
、
０
・
１

円
高
の
大
分
な
ど
、
７
都

県
で
値
上
が
り
。
２
・
３

円
安
の
沖
縄
、
１
・
６
円

安
の
神
奈
川
、
１
・
４
円

安
の
福
井
、
１
・
３
円
安

の
鳥
取
な
ど
37
道
府
県
で

値
下
が
り
し
、
滋
賀
、
徳

島
、
宮
崎
の
３
県
は
横
ば

い
だ
っ
た
。

　

ハ
イ
オ
ク
も
０
・
３
円

安
の
１
３
４
・
３
円
。
軽

油
は
０
・
２
円
安
の
１
０

３
・
３
円
。
灯
油
は
18
㍑

店
頭
、
配
達
と
も
に
横
ば

い
の
１
１
５
６
円
、
１
３

１
０
円
（
２
面
に
県
別
Ｄ

Ａ
Ｔ
Ａ
と「
今
週
の
市
況
」

地
域
概
況
）
。

　

【
山
口
】
公
正
取
引
委

員
会
は
11
日
、
全
農
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
本
社
・
千
代
田

区
、
平
井
信
弘
社
長
）
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
―
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
清

末
（
山
口
県
下
関
市
）
に

対
し
て
、
「
独
占
禁
止
法

の
不
当
廉
売
に
つ
な
が
る

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
が
み

ら
れ
た
」と
し
て〝
注
意
〞

を
通
知
し
た
。
５
月
下
旬

時
点
で
同
Ｓ
Ｓ
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
１
０
４
円
で
販
売
、

「
一
般
的
な
仕
切
価
格（
１

１
３
円
前
後
）
で
は
、
全

農
Ｓ
Ｓ
に
追
従
す
る
と
10

円
以
上
の
逆
ザ
ヤ
が
発
生

す
る
」
な
ど
と
し
て
、
６

月
１
日
に
山
口
石
商
が
不

当
廉
売
の
調
査
依
頼
を
行

っ
て
い
た
。

　

同
石
商
は
「
注
意
と
い

う
結
果
で
あ
る
の
な
ら
、

い
っ
た
い
全
農
エ
ネ
の
仕

入
価
格
は
い
く
ら
な
の

か
、
は
な
は
だ
疑
問
。
流

通
証
明
に
よ
っ
て
、
全
農

Ｓ
Ｓ
に
卸
し
て
い
る
元
売

が
確
認
で
き
る
は
ず
で
、

そ
れ
な
ら
ば
差
別
対
価
で

は
な
い
か
」
、
「
西
日
本

一
円
で
全
農
Ｓ
Ｓ
の
廉
売

は
常
態
化
し
て
お
り
、
民

間
Ｓ
Ｓ
の
生
業
を
危
機
的

な
状
況
に
陥
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

一
方
、
全
農
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
対
し
て
は
広
島
石
商

も
不
当
廉
売
の
調
査
依
頼

を
行
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｓ
―
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
コ
パ
広
島

（
広
島
市
）
が
６
月
28
日

に
不
当
廉
売
で
〝
注
意
〞

を
受
け
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
14

日
か
ら
の
先
行
指
標
を
通

知
し
た
。
特
約
店
筋
に
よ

る
と
、
前
週
比
で
ガ
ソ
リ

ン
は
２
円
値
下
げ
し
た
。

灯
油
、
軽
油
、
Ａ
重
油
は

い
ず
れ
も
１
円
下
げ
。
ガ

ソ
リ
ン
の
み
２
週
連
続
値

下
げ
で
、
累
計
３
円
安
と

な
る
。

　

ま
た
、
出
光
興
産
は
14

日
か
ら
の
Ｓ
Ｓ
向
け
週
決

め
仕
切
り
方
針
を
通
知
し

た
。
複
数
エ
リ
ア
の
系
列

販
売
店
筋
に
よ
る
と
、
前

週
比
で
ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
、

軽
油
、
Ａ
重
油
は
い
ず
れ

も
１
円
下
げ
た
。
ガ
ソ
リ

ン
の
み
２
週
連
続
値
下
げ

で
、
累
計
２
円
安
。

　

日
本
自
動
車
販
売
協
会

連
合
会
、
全
国
軽
自
動
車

協
会
連
合
会
、
日
本
自
動

車
輸
入
組
合
が
集
計
し
た

上
期（
１
〜
６
月
）の
乗
用

車
（
新
車
）
販
売
台
数
は
、

前
年
同
期
比
で
登
録
車
が

１
・
４
％
増
の
１
４
２
・
３

万
台
、軽
４
輪
が
16
・
３
％

減
の
70
・
９
万
台
、
合
計

５
・
３
％
減
の
２
１
３
・

％
）
、
登
録
車
に
占
め
る

Ｈ
Ｖ
シ
ェ
ア
は
38
・
８
％

（
34
・
７
％
）
、
軽
も
含

め
た
乗
用
車
全
体
に
占
め

る
Ｈ
Ｖ
シ
ェ
ア
は
25
・
９

％
（
21
・
８
％
）
だ
っ
た
。

　

登
録
車
の
う
ち
、
外
国

メ
ー
カ
ー
車
は
０
・
６
％

増
の
14
・
５
万
台
と
、
こ

こ
５
年
間
は
毎
年
増
加
し

て
お
り
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
。

　

パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
別
に

み
る
と
、
次
世
代
車
で
は

Ｈ
Ｖ
が
14
年
に
続
い
て
50

万
台
を
超
え
た
ほ
か
、
Ｐ

Ｈ
Ｖ
は
前
年
比
21
％
増
の

５
７
１
９
台
、
登
録
車
Ｅ

Ｖ
は
64
％
増
の
９
８
９
６

台
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
24
％
増
の

３
２
２
台
と
そ
れ
ぞ
れ
増

加
。
一
方
、
登
録
ガ
ソ
リ

ン
車
は
５
・
３
％
減
の
77

・
６
万
台
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
は
９
・
９
％
減
の
７
・

２
万
台
と
減
販
し
た
。

２
万
台
と
な

っ
た
。
登
録

車
は
２
年
ぶ

り
の
増
加
、

軽
４
輪
は
３

年
連
続
の
減

少
。
う
ち
Ｈ

Ｖ
は
14
％
増

の
55
・
３
万

台
で
、
２
年

ぶ
り
に
増
加

し
た
。ま
た
、

軽
シ
ェ
ア
は

33
・
３
％（
前

年
は
37
・
６

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
ま
と
め
た
２
０
１
５
年
度
末
（
16
年
３
月
末
）
の
都

道
府
県
別
登
録
Ｓ
Ｓ
数
に
よ
る
と
、
石
油
の
内
需
減
や
過
当
競
争
の
激
化
に
よ

っ
て
、
特
に
低
マ
ー
ジ
ン
化
が
常
態
化
し
て
い
る
１
都
３
県
や
北
関
東
な
ど
関

東
地
区
で
Ｓ
Ｓ
減
少
率
が
高
い
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
石
油

の
安
定
供
給
の
支
柱
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｓ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
弱
体
化
に
危

機
感
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

　

全
国
石
油
協
会
は
15
日

か
ら
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
拠
点
整
備
事
業
」
の

第
４
回
申
請
受
付
を
開
始

す
る
。
地
下
タ
ン
ク
の
撤

去
に
係
る
費
用
を
支
援
す

る
ほ
か
、
経
営
基
盤
強
化

に
向
け
た
Ｓ
Ｓ
地
下
タ
ン

ク
の
入
換
（
大
型
化
）
お

よ
び
入
換
に
伴
う
自
家
発

電
機
の
導
入
や
Ｆ
Ｒ
Ｐ
内

面
補
強
な
ど
の
漏
洩
防
止

対
策
に
係
る
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
な
ど

に
お
け
る
需
要
の
変
化
に

応
じ
た
簡
易
計
量
機
の
設

置
な
ど
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
。
さ
ら

に
、
需
要
減
が
顕
在
化
し

て
い
る
過
疎
地
域
で
の
石

油
製
品
供
給
拠
点
を
維
持

・
強
化
す
る
た
め
、
経
営

基
盤
強
化
に
向
け
複
数
事

業
者
な
ど
が
行
う
Ｓ
Ｓ
の

統
合
・
集
約
の
際
の
地
下

タ
ン
ク
の
設
置
な
ど
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
。
申
請
締
切
は
い
ず

れ
も
29
日
。

　

な
お
、
予
算
額
（
６
・

２
億
円
）
を
消
化
し
た
場

合
、
次
回
以
降
の
受
付
は

行
わ
な
い
。

　「ぜんせきｗｅｂ」では、会
員の皆様の利便性向上を目的
に、５月からｅラーニング第１
弾「乙４模擬試験」をスタート
しました。会員の方からは大変
ご好評をいただいている「乙４
模擬試験」ですが、会員の方以
外にも知っていただき、ご活用
いただきたいとご用意したのが
『乙４模擬試験デモ版』です。
　デモ版は、１回だけ模擬試験

が受験できる体験版となりま
す。デモ版を体験して「乙４模
擬試験」のメリットを実感して
ください。スマホやタブレット
をお持ちの方は、下記のＱＲコ
ードをスキャンしていただく
と、直接『乙４模
擬試験デモ版』に
入ることができま
す。ぜひご活用く
ださい。

ぜんせき
ｗ ｅ ｂ 乙４模試デモ版体験できます

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」ご
利
用
を

15　年　度　末
県別ＳＳ数

隙
間
広
が
る
安
定
供
給
網

大
都
市
圏
の
空
洞
化
も
深
刻
に

レ
ギ
ュ
ラ
ー
小
売

0.3
円
安
123
・
５
円

エ
ネ
庁
週
市
況

公取委

下
関

広
島　

直
営
２
Ｓ
Ｓ「
不
当
廉
売
」

全
農
エ
ネ
に〝
注
意
〞

石油協会

第
４
回
申
請
受
付
15
〜
29
日

地　

下

タ
ン
ク　

撤
去
・
入
換
補
助

16年上期
新車需要

乗
用
車
5.3
％
減
販

シ
ェ
ア
は
軽
33
％
・
Ｈ
Ｖ
26
％

Ｊ
Ｘ
２
円

出
光
１
円　

Ｇ
卸
値
下
げ

７
月
２
週　

Ｇ
出
荷
好
調
続
く

　

石
油
連
盟
の
木
村
会
長
が
「
卸
価

格
の
決
定
は
元
売
各
社
の
自
主
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
」
と
発
言

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
卸
価
格
論
議

が
活
発
化
し
て
い
る
。論
点
は
２
つ
。

第
１
は
、
卸
価
格
の
問
題
に
対
し
て

行
政
が
な
ん
ら
か
の
形

で
介
入
す
る
こ
と
の
是

否
。
第
２
は
卸
価
格
の

決
定
方
式
は
透
明
で
あ

る
べ
き
か
否
か
。

　

第
１
の
論
点
に
つ
い

て
は
、
一
般
論
と
し
て

考
え
る
な
ら
卸
価
格
は

商
売
上
の
問
題
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

も
民
民
で
解
決
す
べ
き
と
い
う
大
原

則
を
念
頭
に
置
け
ば
、
行
政
は
ど
の

よ
う
な
形
で
あ
れ
介
入
す
べ
き
で
な

い
と
い
う
結
論
に
至
る
。
し
か
し
、

事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

　

民
民
で
解
決
す
る
た
め
に
は
、
法

律
上
は
も
と
よ
り
、
商
道
徳
上
か
ら

も
公
平
か
つ
公
正
さ
が
求
め
ら
れ
る

が
、
過
去
の
歴
史
を
紐
解
く
限
り
、

卸
価
格
の
決
定
に
は
常
に
不
公
平
か

つ
不
公
正
さ
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
の
仲
裁
役
と
し
て
行
政
の
存

在
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
行
政

も
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
て
き
た
。

結
局
は
、
こ
れ
に
元
売
各
社
が
ど
う

答
え
る
か
で
、
第
１
の
論
点
の
行
方

が
決
ま
る
。

　

第
２
の
論
点
に
つ
い
て
も
、
常
識

的
に
考
え
る
な
ら
卸
価
格
の
決
定
方

式
は
透
明
で
あ
る
べ
き
と
の
結
論
に

至
る
の
だ
が
、
こ
ち
ら
も
も
は
や
そ

う
単
純
な
世
界
で
は
な
い
。
不
透
明

さ
の
象
徴
で
あ
る
事
後
調
整
は
、
一

方
で
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
の
批
判

を
浴
び
つ
つ
、
他
方
で
は
、
い
ま
事

後
調
整
が
な
く
な
れ
ば
事
後
調
整
に

頼
っ
て
商
売
し
て
い
る
販
売
業
者
の

大
半
が
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
る
と
の

悲
痛
な
声
を
生
む
。

　

と
は
い
え
、
「
事
後
調
整
が
あ
る

と
元
売
ば
か
り
み
て
商
売
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
事
後
調
整
が
な
け
れ
ば

客
を
み
て
商
売
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
が
本
来
の
商
売
の
姿
」
と
の
声

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
音
で
事

後
調
整
な
し
を
標
榜
す
る
元
売
が
登

場
す
る
中
、
卸
価
格
の
透
明
性
を
求

め
る
声
が
い
ま
ま
で
以
上
に
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　

立
ち
位
置
に
よ
っ
て
見
解
が
真
逆

の
方
向
を
向
く
こ
と
は
、
石
油
販
売

業
界
が
た
ど
っ
て
き
た
紆
余
曲
折
を

反
映
し
て
お
り
、
腑
に
落
ち
る
。
そ

う
い
う
真
逆
の
意
見
も
す
べ
て
ひ
っ

く
る
め
て
、
卸
価
格
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
に
つ
い
て
激
論
を
交
わ
し
、

元
売
と
の
関
係
を
改
め
て
見
直
す
こ

と
は
、
元
売
再
編
が
最
終
章
を
迎
え

激
変
が
予
感
さ
れ
る
い
ま
こ
の
状
況

下
で
は
、
販
売
業
界
に
と
っ
て
大
き

な
意
味
が
あ
る
は
ず
だ
。

　

石
油
業
界
全
体
が
再
編
へ
向
け
て

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
耳
に
す
る
中

で
、
商
売
の
根
幹
を
成
す
卸
価
格
の

議
論
が
沸
騰
す
る
こ
と
は
、
あ
る
意

味
で
当
然
の
流
れ
と
も
い
え
る
。

論 説

す
る
よ
う
だ
。
渋
滞
の
ピ

ー
ク
と
さ
れ
る
８
月
13
〜

14
日
に
は
関
越
道
、
東
北

道
、
中
央
道
、
東
名
な
ど

で
は
45
㌔
㍍
の
渋
滞
が
予

測
さ
れ
て
お
り
、
観
光
や

帰
省
で
高
速
道
を
利
用
す

る
場
合
は
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
▼
お
盆
期
間

は
じ
め
連
休
時
に
は
渋
滞

に
加
え
悲
惨
な
交
通
事
故

も
例
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
る
。
交
通
集
中
に
加

え
て
交
通
事
故
は
渋
滞
に

拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
。
一
般
道
で
も
渋
滞
の

先
頭
で
は
交
通
事
故
が
起

き
て
い
る
場
合
が
多
い
よ

う
だ
。
交
通
事
故
の
発
生

は
全
国
で
２
０
１
５
年
に

53
万
６
８
９
９
件
（
警
察

庁
調
べ
）
と
前
年
を
約
３

万
６
９
０
０
件
下
回
り
減

少
傾
向
を
た
ど
っ
て
は
い

る
が
、
死
亡
事
故
は
増
加

し
て
お
り
、
悲
惨
な
事
故

は
後
を
絶
た
な
い
▼
交
通

安
全
の
街
頭
や
地
域
ぐ
る

み
で
の
啓
発
活
動
は
春
、

秋
を
中
心
に
全
国
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
車
社
会
を

支
え
る
Ｓ
Ｓ
業
界
も
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
長
年
、

交
通
安
全
運
動
に
協
力
し

て
き
た
が
、
最
近
は
組
合

財
政
が
厳
し
く
な
り
社
会

貢
献
活
動
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
と
こ
ろ
が
多
く
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
▼
こ
う

し
た
中
で
福
島
石
商
の
よ

う
に
改
め
て
交
通
安
全
運

動
の
強
化
を
計
画
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ

ら
の
地
域
密
着
の
活
動
は

安
全
走
行
へ
の
貢
献
に
加

え
て
、
Ｓ
Ｓ
の
社
会
的
役

割
の
周
知
に
も
つ
な
が
る

だ
け
に
「
Ｓ
Ｓ
の
力
」
の

発
揮
に
期
待
し
た
い
。

▼
高
速
道
路

各
社
に
よ
る

お
盆
期
間
中

の
渋
滞
予
測

が
発
表
さ
れ

た
が
、
今
年

も
大
渋
滞
が

各
地
で
発
生

き
ょ
う
の
紙
面

２面　新理事長に聞く④
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報、石連週報、週動向調査

３面　北海道版・住宅セミナー開催/中
部版・石川・吉岡新執行部始動

４面　トレンド　ア・ラ・カルト／市
況概況
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◎
北
海
道
…
弱
含
み
。

札
幌
は
フ
ル
が
３
円
程
度

下
が
り
１
１
７
〜
９
円
と

な
っ
た
が
、
セ
ル
フ
は
１

１
４
円
程
度
、
安
値
量
販

セ
ル
フ
も
１
１
２
・
８
円

表
示
で
変
わ
ら
ず
。

　

◎
東
北
…
仙
台
は
セ
ル

フ
１
１
７
〜
１
２
０
円
で

弱
含
み
。
福
島
市
は
セ
ル

フ
１
２
９
円
中
心
に
横
ば

い
、
郡
山
は
１
１
４
〜
７

円
中
心
に
軟
化
、
セ
ル
フ

１
１
２
円
も
見
ら
れ
る
。

盛
岡
は
セ
ル
フ
１
１
４
〜

９
円
に
下
落
。
青
森
市
は

セ
ル
フ
１
１
１
円
表
示
も

見
ら
れ
る
が
、
１
１
２
〜

９
円
中
心
で
横
ば
い
。

　

◎
信
越
…
新
潟
は
横
ば

い
で
、
新
潟
市
内
１
１
７

〜
９
円
、
上
越
市
内
１
１

５
〜
８
円
。
セ
ル
フ
最
安

値
帯
は
１
１
１
〜
３
円
。

　

◎
北
関
東
…
群
馬
の
前

橋
・
高
崎
は
横
ば
い
で
フ

ル
１
２
０
〜
２
円
、
セ
ル

フ
１
１
５
〜
７
円
。
栃
木

の
宇
都
宮
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
、
フ
ル
１
１
７
〜
１
２

０
円
、
セ
ル
フ
１
１
５
〜

８
円
、
足
利
市
や
佐
野
市

は
若
干
軟
化
し
１
１
６
〜

７
円
。
茨
城
は
、
水
戸
や

土
浦
市
内
が
横
ば
い
で
１

１
８
〜
１
２
０
円
、
取
手

市
内
も
横
ば
い
で
１
１
５

〜
７
円
だ
が
、
龍
ケ
崎
市

は
値
下
が
り
し
１
１
２
〜

４
円
と
な
っ
た
。

　

◎
首
都
圏
…
埼
玉
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
、
県
央
部
・

南
部
は
１
１
８
円
前
後
、

東
部
・
西
部
は
１
１
６
円

前
後
が
中
心
。
千
葉
は
値

下
が
り
傾
向
で
、
千
葉
や

成
田
市
内
は
１
０
９
〜
１

１
２
円
。
都
内
の
主
要
幹

線
沿
い
量
販
店
は
１
１
５

〜
７
円
表
示
が
目
立
つ
。

　

◎
山
静
…
静
岡
は
横
ば

い
で
、
静
岡
市
内
が
セ
ル

フ
１
２
３
〜
５
円
、
フ
ル

１
２
７
円
前
後
、
県
西
部

は
１
２
０
〜
３
円
、
東
部

は
１
２
０
〜
３
円
。
山
梨

は
横
ば
い
で
、
セ
ル
フ
１

１
７
〜
１
２
２
円
、
フ
ル

１
２
２
〜
８
円
。

　

◎
東
海
…
軟
化
続
く
。

愛
知
は
２
〜
３
円
軟
化

し
、
セ
ル
フ
１
１
０
〜
９

円
が
増
加
。
Ｐ
Ｂ
バ
ロ
ン

パ
ー
ク
は
常
滑
店
が
１
０

５
円
、
他
店
舗
が
１
０
９

〜
１
１
１
円
で
、
常
滑
の

コ
ス
ト
コ
と
イ
オ
ン
は
１

０
６
円
。
尾
張
や
名
古
屋

市
内
の
系
列
店
も
１
１
０

〜
４
円
が
増
加
し
た
。
三

重
の
川
越
町
で
は
、
国
道

１
号
沿
い
の
キ
グ
ナ
ス
系

が
約
１
週
間
に
７
円
下
げ

１
０
６
円
。
伊
勢
の
Ｐ
Ｂ

ベ
ス
ト
プ
ラ
イ
ス
や
ク
イ

ッ
ク
ピ
ッ
ト
は
１
０
８

円
、
四
日
市
や
鈴
鹿
な
ど

も
１
１
５
円
前
後
で
競
争

が
激
化
し
て
い
る
。

　

◎
北
陸
…
１
２
０
円
台

か
ら
１
１
０
円
台
前
半
へ

と
低
下
。
富
山
は
Ｐ
Ｂ
カ

ナ
シ
ョ
ク
各
店
が
１
１
２

〜
４
円
、
北
陸
三
愛
中
島

店
が
１
１
４
円
で
対
抗

し
、
１
１
５
〜
９
円
が
増

加
。
石
川
、
福
井
も
２
円

程
度
軟
化
し
て
１
１
４
〜

９
円
が
増
え
て
い
る
。

　

◎
近
畿
…
軟
化
傾
向
が

強
ま
り
、
全
体
的
に
セ
ル

フ
実
売
１
１
７
円
程
度
が

増
加
。
Ｐ
Ｂ
も
１
１
３
円

中
心
と
な
り
、
業
転
市
場

　

【
新
潟
】
新
潟
石
商
・

協
（
浜
田
忠
博
理
事
長
）

は
下
落
基
調
が
続
き
、
先

行
き
の
不
透
明
感
も
現
わ

れ
て
夏
商
戦
へ
の
不
安
感

が
強
ま
っ
て
い
る
。
阪
神

１
２
４
円
程
度
、
京
阪
地

域
１
２
０
円
前
後
が
平

均
。

　

◎
中
国
…
全
般
的
に
ほ

ぼ
安
定
。
た
だ
、
１
円
程

度
軟
化
し
た
山
口
県
の
宇

部
市
は
セ
ル
フ
１
１
８
円

前
後
、
山
口
市
は
１
２
２

円
が
主
流
に
。
下
関
市
内

は
低
迷
が
続
き
１
１
３
円

中
心
。ま
た
、広
島
県
三
原

市
内
も
１
円
程
度
、
米
子

市
内
も
２
円
前
後
軟
化
。

　

◎
四
国
…
全
般
的
に
は

安
定
し
て
い
る
が
、
一
部

に
弱
含
み
気
配
も
。
徳
島

市
内
な
ど
は
横
ば
い
で
セ

ル
フ
１
２
０
円
中
心
。

　

◎
九
州
…
大
き
な
動
き

な
し
。
福
岡
は
１
２
０
円

台
が
多
い
が
、
各
種
割
引

で
１
２
０
円
割
れ
も
散

見
。
福
岡
、
北
九
州
市
中

心
部
は
１
２
５
円
前
後
で

横
ば
い
。
長
崎
、
大
分
市

内
も
１
２
５
円
前
後
が
大

半
。
熊
本
県
で
は
一
部
量

販
店
が
会
員
・
プ
リ
カ
１

１
７
〜
９
円
で
量
販
姿
勢

を
崩
さ
な
い
が
、
全
体
的

に
は
採
販
姿
勢
が
や
や
強

ま
っ
て
い
る
印
象
。

は
12
日
、
新
潟
市
内
で
役

員
改
選
後
初
と
な
る
理
事

会
を
開
催
し
た
。

　

会
合
で
は
委
員
会
構
成

や
地
区
役
員
の
選
任
を
行

う
と
と
も
に
、
各
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
日
程
を
発
表
。
恒

例
の
洗
車
ま
つ
り
は
８
月

１
日
か
ら
開
始
す
る
ほ

か
、
石
油
セ
ミ
ナ
ー
は
９

月
12
日
に
開
催
予
定
と
し

た
。
ま
た
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題

に
関
連
し
て
、
九
都
県
市

首
脳
会
議
が
作
成
し
た
Ｏ

Ｒ
Ｖ
Ｒ
車
啓
発
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
を
紹
介
し
、
Ｓ

Ｓ
店
頭
で
の
掲
示
を
呼
び

か
け
た
。

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
浜
田

理
事
長
（
写
真
）
は
、
出

光
と
昭
和
シ
ェ
ル
の
経
営

統
合
に
つ
い
て
触
れ
、「
元

売
が
混
乱
す
る
と
、
我
々

の
小
売
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
影

響
を
受
け
る
恐
れ
が
あ

る
」と
懸
念
を
示
し
、「
Ｓ

Ｓ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
後

の
砦
と
し
て
、
生
活
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
り
、
貢

献
し
て
き
た
こ
と
が
消
費

者
に
認
識
さ
れ
た
が
、
現

状
だ
と
Ｓ
Ｓ
業
界
は
刃
こ

ぼ
れ
が
悪
化
し
て
い
く
よ

う
に
、
良
い
方
向
に
進
ま

な
い
の
で
は
な
い
か
。
組

合
員
が
何
世
代
に
も
わ
た

り
、
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う

経
営
強
化
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
業
界
が

健
全
な
状
態
を
維
持
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

　
【
神
戸
】兵
庫
石
商（
田

中
一
彦
理
事
長
）は
11
日
、

神
戸
市
内
で
正
副
常
任
理

事
会
を
開
い
た
が
、
田
中

理
事
長
（
写
真
）
は
「
意

識
変
革
を
強
く
持
つ
時
期

に
き
て
い
る
」
と
し
、
変

化
に
対
応
す
る
経
営
姿
勢

が
必
要
と
の
認
識
を
示
し

た
。

　

田
中
理
事
長
は
全
石
連

神
戸
総
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
見

本
市
で
の
組
合
員
の
協
力

に
謝
意
を
表
し
た
あ
と
、

「
低
マ
ー
ジ
ン
競
争
の
中
、

再
投
資
不
可
能
な
状
況
も

み
ら
れ
る
。
一
方
、
元
売

は
経
営
統
合
が
ど
う
な
る

か
難
し
い
状
況
も
み
ら
れ

る
が
、
仮
に
２
強
プ
ラ
ス

１
の
時
代
に
な
る
な
ら

ば
、
我
々
も
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
。

石
油
業
界
の
激
変
を
乗
り

切
る
た
め
に
「
意
識
改
革

を
強
く
持
つ
時
期
」
と
促

し
た
。

　

そ
の
う
え
で
「
組
織
と

し
て
も
組
合
員
の
経
営
を

支
援
す
べ
く
備
え
た
い
」

と
述
べ
、
組
織
が
結
束
し

て
変
化
に
対
応
し
て
い
く

必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

―
―
理
事
長
就
任
に
つ
い

て
の
感
想
を
。

　

石
油
業
界
が
激
変
す
る

中
、
大
役
を
受
け
た
こ
と
は

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。
４

３
０
社
、
８
８
０
Ｓ
Ｓ
と
い

う
組
合
員
構
成
の
う
ち
85
％

が
１
Ｓ
Ｓ
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
い

う
現
実
に
思
い
を
寄
せ
、
ま

ず
は
小
規
模
経
営
の
方
々
に

焦
点
を
当
て
た
組
織
活
動
が

重
要
。
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

―
―
業
界
の
課
題
や
問
題

点
に
つ
い
て
。

　

全
国
規
模
で
も
75
％
が
１

Ｓ
Ｓ
デ
ィ
ー
ラ
ー
。
こ
の
方

々
が
安
定
供
給
の
要
と
な
っ

て
い
る
現
実
は
重
く
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元

売
は
５
〜
６
月
で
仕
切
り
を

大
幅
値
上
げ
し
、
決
算
で
Ｖ

字
回
復
の
決
意
も
み
え
る

が
、
我
々
は
減
販
と
販
売
マ

ー
ジ
ン
の
低
下
に
苦
し
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
増

販
を
躍
起
に
さ
せ
る
要
因
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
大
阪

府
は
石
油
製
品
需
要
が
全
国

に
比
べ
一
段
と
減
少
し
、
影

響
が
大
き
い
。
ま
ず
は
そ
の

解
決
に
向
け
、
向
こ
う
三
軒

両
隣
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
持
て
る
環
境
を
構
築

し
、
精
販
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

の
関
係
に
至
る
こ
と
が
必

要
。
元
売
も
販
社
も
実
際
は

現
状
に
悩
ん
で
お
り
、
だ
か

ら
こ
そ
統
合
や
合
併
を
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
環
境
整
備
が
進

み
、
現
状
を
打
開
し
て
い
く

こ
と
を
望
む
。

　

―
―
今
後
組
織
と
し
て
力

を
注
ぎ
た
い
こ
と
は
。

　
「
困
っ
た
と
き
は
大
石
商
」

と
組
合
員
に
言
っ
て
い
た
だ

け
る
組
織
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
中
小
企
業
の
集
ま
り

と
し
て
、
協
業
や
共
同
化
、

事
業
継
承
、
人
材
確
保
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の
課

題
を
克
服
し
、
地
震
、
津
波

な
ど
の
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
な
ど
単
体
で
は
難
し
い
問

題
を
組
織
と
し
て
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
こ
れ
ま

で
の
組
織
編
成
を
さ
ら
に
充

実
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

委
員
会
、
経
営
革
新
と
経
営

相
談
を
担
当
す
る
部
門
も
設

け
、
組
合
員
に
役
立
つ
方
策

を
検
討
す
る
。
執
行
部
に
は

各
委
員
会
で
先
頭
に
立
ち
指

揮
し
て
い
た
だ
く
。
次
世
代

の
た
め
に
は
若
手
経
営
者
の

勉
強
会
「
21
世
紀
の
会
」
に

期
待
し
て
い
る
。
大
企
業
で

は
単
独
で
解
決
で
き
る
問
題

も
、
我
々
は
全
石
連
と
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
い
く
。

　

協
業
化
で
は
、
組
織
の
独

自
事
業
と
し
て
廃
タ
イ
ヤ
、

廃
バ
ッ
テ
リ
ー
、
廃
油
の
回

収
な
ど
で
成
果
も
出
て
い

る
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
の

新
規
事
業
と
し
て
新
電
力
販

売
事
業
も
順
調
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。
今
後
も
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
の
創
出
に
努
め
た

い
。

　

―
―
組
合
員
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
。

　

経
営
環
境
の
厳
し
さ
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
、

ご
意
見
を
よ
く
聞
き
、
組
織

が
ど
の
よ
う
に
活
動
す
れ

ば
、
も
っ
と
組
合
員
の
皆
様

が
儲
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
考
え
て
い
き
た
い
。
組
合

員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
引

き
続
き
組
織
活
動
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

　

大
阪
石
商
・
協
の
安
井
一
男
新
理
事
長
（
昭
栄
社
長

・
Ｊ
Ｘ
系
）
は
就
任
時
、
「
小
規
模
企
業
に
焦
点
を
あ

て
る
組
織
活
動
を
目
指
す
」
と
表
明
、
組
合
の
存
在
意

義
を
高
め
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
っ
た
。

大
阪
市
の
中
心
で
老
舗
企
業
を
経
営
し
て
き
た
経
験
が

所
信
表
明
に
現
わ
れ
た
よ
う
だ
。
組
織
活
性
化
へ
の
取

り
組
み
は
す
で
に
新
規
委
員
会
な
ど
の
設
置
で
動
き
始

め
て
い
る
。

困った時に頼られる組織へ

▼

大
阪

安
井 
一
男
氏

新
理
事
長
に
聞
く 

●４

１ＳＳディーラーこそが安定供
給の担い手であり、その存続を
最優先課題とする安井理事長

運命アドバイザー　　北 秀一来 週 の 指 針 月生早見表

１月生＝１月５日～２月３日まで
２月生＝２月４日～３月４日まで
３月生＝３月５日～４月４日まで
４月生＝４月５日～５月４日まで
５月生＝５月５日～６月４日まで
６月生＝６月５日～７月６日まで
７月生＝７月７日～８月６日まで
８月生＝８月７日～９月６日まで
９月生＝９月７日～10月７日まで
10月生＝10月８日～11月６日まで
11月生＝11月７日～12月６日まで
12月生＝12月７日～１月４日まで

1月生
2月生
3月生
4月生
5月生
6月生

運気平穏で好機もある。無理しな
ければ結果吉。金銭運まずまず。

情勢まずまずも恵まれる。冷静に
行動し好機つかめ。愛情運普通。

運気安定し強く期待できる。自信
持って行動しよう。金銭運強い。

運気強く見通し明るい。積極的に
行動して結果吉。愛情運も強い。

情勢に好不調の波あり。時の流れ
に乗り行動だ。金運に不安あり。

運気弱く情勢も不安定だ。軽率な
行動は慎むこと。愛情運も弱い。

7月生
8月生
9月生
10月生
11月生
12月生

運気不安定で見通し暗い。油断す
ると自滅する。金銭運も不安定。

強運日＝18、21
吉方位＝南東

情勢落ち着かず曲折あり。運気不
安定で見通し暗い。愛情運弱い。

運気強く見通しも明るい。積極的
に行動し結果吉。金銭面も有望。

運気不安定だが好機はある。冷静
に行動し結果吉。愛情運不安定。

情勢は安定して期待できる。慎重
に行動し結果吉。金運まずまず。

運気強く見通し明るい。積極的に
行動し成功する。愛情運も強い。

７月18日～24日

　

北
九
州
市
は
新
た
な
観
光
資
源
に
す
る

た
め
に
門
司
港
を
中
心
に「
レ
ト
ロ
地
区
」

と
し
て
開
発
し
て
お
り
、
そ
こ
で
誕
生
し

た
の
が
〝
レ
ト
ロ
列
車
〞
だ
。
門
司
港
か

ら
約
２
㌔
離
れ
た
和
布
刈
（
め
か
り
）
地

区
ま
で
は
セ
メ
ン
ト
な
ど
を
運
ぶ
貨
物
線

が
あ
っ
た
が
、
２
０
０
５
年
に
休
止
。
和

布
刈
地
区
も
「
壇
ノ
浦
の
合
戦
」
や
「
巌

流
島
の
決
闘
」
の
舞
台
と
な
っ
た
関
門
海

峡
に
近
く
、
北
九
州
市
が
貨
物
線
を
新
た

な
観
光
資
源
に
す
る
こ
と
を
計
画
、
１
９

９
０
年
に
事
業
化
し
た
。
市
が
鉄
道
の
施

設
を
保
有
し
、
そ
の
施
設
を
借
り
て
第
三

セ
ク
タ
ー
の
平
成
筑
豊
鉄
道
（
本
社
・ 

福
岡
県
福
智
町
）
が
運
行
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
上
下
分
離
方
式
」
で
運
営
。

　

機
関
車
は
Ｊ
Ｒ
構
内
で
列
車
入
れ
替
え

用
に
、
客
車
は
島
原
鉄
道
（
長
崎
県
）
で

使
わ
れ
て
い
た
も
の
。
２
両
の
機
関
車
が

２
両
の
客
車
を
前
後
に
は
さ
む
形
で
往
復

し
、
出
発
駅
の
「
九
州
鉄
道
記
念
館
」
駅

か
ら
終
点
の
「
関
門
海
峡
め
か
り
」
駅
ま

で
計
４
つ
の
駅
で
停
車
す
る
。
定
員
は
計

１
０
０
人
。
夏
休
み
期
間
中
や
冬
期
を
除

く
土
・
日
曜
に
年
間
約
１
３
０
日
運
行
し
、

年
間
10
万
人
の
乗
客
を
集
め
る
。
「
日
本

一
短
い
、
遅
い
、
小
さ
い
」
列
車
と
し
て

も〝
有
名
〞で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
が

あ
る
が
、
最
近
特
に
目
立
つ
の
が
台
湾
か

ら
の
ツ
ア
ー
客
。
発
車
を
待
つ
た
め
の
長

い
行
列
が
で
き
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

平
成
筑
豊
鉄
道
の
大
江
英
敏
門
司
港
事

業
所
長
は
、
「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
の
『
に

お
い
』
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
言
う
。「
に

お
い
も
音
も
、
哀
愁
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
も
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
地
球
に
や
さ
し

い
エ
コ
機
関
車
な
ん
で
す
」
。

　

燃
料
の
軽
油
は
、
北
九
州
市
内
の
Ｓ
Ｓ

が
定
期
的
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
車
庫
で

給
油
し
て
い
る
。
車
体
の
「
ポ
リ
マ
ー
」

で
も
話
題
に
な
っ
た
。
北
九
州
市
の
Ｓ
Ｓ

が
独
自
に
開
発
し
た
ポ
リ
マ
ー
を
使
っ
て

車
体
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
。
窓
ガ
ラ
ス

（
ア
ク
リ
ル
）
の
キ
ズ
も
き
れ
い
に
な
り
、

レ
ト
ロ
地
区
に
映
え
る
ボ
デ
ィ
が
よ
み
が

え
っ
た
。
費
用
も
再
塗
装
よ
り
大
幅
に
安

く
で
き
た
と
い
う
。

　

明
治
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
街
並
み
。
そ
の
中
を
ゆ
っ
く
り
走
り

抜
け
る
潮
風
号
の
「
青
」
。
遠
く
に
望
む

関
門
海
峡
の
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
は
、
１
０
０

年
前
も
同
じ
よ
う
に
輝
い
て
い
た
だ
ろ

う
。
（
次
回
は
、
愛
知
の
奥
深
い
山
峡
に

響
く
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音
）

　

「
こ
ん
な
列
車
初
め
て
見
た
」
「
ち
っ
ち
ゃ

く
て
、
可
愛
い
」
。
ブ
ル
ー
の
車
体
を
バ
ッ
ク

に
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
る
外
国
人
観
光
客
も

い
る
。
や
が
て
、
歓
声
に
包
ま
れ
て
、
軽
や
か

な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
音
を
上
げ
な
が
ら

『
潮
風
号
』
は
静
か
に
走
り
出
す
。
１
０
０
年

余
の
歴
史
を
持
つ
「
レ
ト
ロ
（
回
顧
）
」
の
町
、

北
九
州
市
・
門
司
港
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い

〝
動
く
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〞
だ
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

『潮風号』をバックに記念写真を撮る
観光客（北九州市・門司レトロ地区で）

地域観光の引き立て役として

生活、産業、
地域を支える

福岡県北九州市
▶vol.202◀石油の力SSの力

DATA コーナー

今週の 市況
7月第3週

新　潟

来
月
か
ら「
洗
車
ま
つ
り
」

供
給
維
持
に
健
全
化
を

兵　庫

神
戸
総
会
へ
の
協
力
に
謝
意

求
め
ら
れ
る
意
識
変
革

一
部
軟
化
も
大
勢
横
ば
い

■ＳＳ店頭市況週動向調査・７／11
レギュラー （単位：￥／Ｌ、↑値上げ、→同値、↓値下げ）

北海道 120.4 ↓ 静　岡 125.2 ↓ 鳥　取 121.4 ↓
青 森 121.0 ↓ 山　梨 123.2 ↓ 島　根 126.1 ↓
岩 手 122.2 ↑ 愛　知 122.0 ↓ 山　口 123.0 ↓
宮 城 121.1 ↓ 三　重 123.4 ↓ 徳　島 122.9 →
福 島 124.6 ↓ 岐　阜 125.6 ↓ 高　知 125.1 ↑
秋 田 119.3 ↓ 富　山 123.7 ↓ 愛　媛 125.2 ↓
山 形 124.8 ↑ 石　川 123.0 ↓ 香　川 122.6 ↑
新 潟 121.8 ↓ 福　井 124.8 ↓ 福　岡 125.1 ↓
長 野 126.4 ↓ 滋　賀 122.8 → 大　分 126.4 ↑
群 馬 119.8 ↓ 京　都 125.4 ↓ 佐　賀 127.3 ↓
栃 木 122.6 ↓ 大　阪 122.2 ↓ 長　崎 132.2 ↓
茨 城 120.7 ↓ 奈　良 123.8 ↓ 熊　本 125.8 ↓
千 葉 119.8 ↓ 和歌山 124.0 ↑ 宮　崎 122.9 →
埼 玉 119.3 ↓ 兵　庫 122.9 ↓ 鹿児島 131.0 ↓
東 京 126.1 ↑ 岡　山 119.3 ↓ 沖　縄 131.6 ↓
神奈川 119.8 ↓ 広　島 122.5 ↓ 全　国 123.5 ↓

■国内供給統計（石連週報）・７月第２週末 （単位：千ＫＬ、％）
東日本 西日本 合　計 前週比 前月比 前年比

①原油処理量 2,216.3 1,264.2 3,480.5 102.3% 107.7% 97.4%
②製油所稼働率 81.9 82.1 81.9 1.8 5.8 ▲0.1
③石油製品在庫量

ガソリン 883.0 850.0 1,732.9 102.3% 94.8% 99.5%
灯　　油 1,385.8 572.1 1,957.9 102.5% 121.4% 124.0%
軽　　油 700.3 821.6 1,521.9 98.6% 105.4% 84.5%
Ａ 重 油 458.1 310.8 768.9 94.1% 93.5% 97.9%
６油種計 5,116.8 3,946.2 9,062.9 100.8% 103.2% 102.8%

④製品出荷量推計
ガソリン 647.8 362.5 1,010.4 96.1% 102.2% 107.6%
灯　　油 80.9 28.8 109.7 116.2% 77.5% 161.2%
軽　　油 403.8 247.7 651.5 106.2% 102.2% 117.1%
Ａ 重 油 93.8 106.9 200.7 109.9% 106.0% 103.8%
６油種計 1,440.8 870.1 2,310.9 101.6% 106.9% 107.2%

16：30現在 前日比 限月 16：30現在 前日比

（前日出来高2,258枚） ガソリン （前日出来高9枚）

41,430 △1,450 ⑧限月 40,500 △1,200
41,190 △1,180 ⑨限月 40,400 △900
41,040 △1,160 ⑩限月 40,000 △1,000
40,950 △1,160 ⑪限月 40,000 △900
40,810 △1,080 ⑫限月 40,500 △1,500
40,630 △1,050 ①限月 40,490 △1,490

（前日出来高356枚） 灯　油 （前日出来高5枚）

38,500 △710 ⑧限月 38,400 △600
39,040 △320 ⑨限月 39,300 △1,100
41,290 △940 ⑩限月 40,000  0
42,380 △950 ⑪限月 41,900 △1,000
42,950 △940 ⑫限月 41,500  0
42,950 △940 ①限月 42,500 △1,000

（前日出来高0枚） 軽　油
39,100 △700 ⑧限月
39,100 △700 ⑨限月
39,100 △700 ⑩限月
39,100 △700 ⑪限月
39,100 △700 ⑫限月
39,100 △700 ①限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・７／13

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 43.05（△0.50）
￥／ＫＬ 28,605 （△859）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 46.80（△2.04）
￥／ＫＬ 31,100（△1,913）

原油指標
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北
海
道
石
油
会
館

北
海
道

　

Ｓ
Ｓ
過
疎
地
対
策
協
議

会
が
先
ご
ろ
発
表
し
た

「
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
対
策
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
で
は
、
市
町

村
内
の
Ｓ
Ｓ
数
が
３
ヵ
所

以
下
の
「
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
」

２
８
８
市
町
村
（
２
０
１

６
年
３
月
31
日
現
在
）
を

公
表
し
た
ほ
か
（
道
内
の

で
、
最
寄
り
Ｓ
Ｓ
ま
で
の

距
離
が
15
㌔
㍍
以
上
あ
る

住
民
が
所
在
す
る
市
町
村

は
、
全
国
で
２
５
７
市
町

村
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
う
ち
73
市
町
村

が
北
海
道
に
あ
り
、
全
道

１
７
９
市
町
村
の
４
割
強

を
占
め
て
い
る
。

地
か
ら
一
定
道
路
距
離
圏

内
に
Ｓ
Ｓ
が
存
在
し
な
い

地
域
を
含
む
市
町
村
」
は

次
の
通
り
（
※
は
Ｓ
Ｓ
過

疎
市
町
村
と
重
複
し
て
い

る
自
治
体
）
。

　

▽
市
（
10
）
＝
釧
路
、

岩
見
沢
、
留
萌
、
紋
別
、

士
別
、
根
室
、
千
歳
、
深

瑛
町
、
※
上
富
良
野
町
、

※
和
寒
町
、
美
深
町
、
※

中
川
町
、
※
幌
加
内
町
、

増
毛
町
、
羽
幌
町
、
※
初

山
別
村
、
※
遠
別
町
、
※

猿
払
村
、
※
中
頓
別
町
、

枝
幸
町
、
豊
富
町
、
※
幌

延
町
、
美
幌
町
、
※
津
別

町
、
斜
里
町
、
※
置
戸
町
、

離
圏
内
に
Ｓ
Ｓ
が
存
在
し

な
い
地
域
を
含
む
市
町
村

を
参
考
と
し
て
掲
載
し
て

い
る
。

　

２
０
１
５
年
度
に
行
わ

れ
た
「
石
油
産
業
体
制
等

調
査
研
究
（
石
油
製
品
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
実
態
調

査
）
」
で
判
明
し
た
も
の

　

な
お
、
従
来
の
「
Ｓ
Ｓ

過
疎
地
」
と
重
複
し
て
い

る
道
内
自
治
体
は
21
町
村

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
新

た
に
釧
路
な
ど
10
市
を
含

む
52
市
町
村
が
、
石
油
製

品
の
供
給
に
不
安
が
あ
る

自
治
体
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
た
。
道
内
の
「
居
住

浦
河
町
、
音
更
町
、
上
士

幌
町
、
鹿
追
町
、
新
得
町
、

大
樹
町
、
幕
別
町
、
豊
頃

町
、
本
別
町
、
足
寄
町
、

※
陸
別
町
、
浦
幌
町
、
釧

路
町
、
厚
岸
町
、
浜
中
町
、

標
茶
町
、
弟
子
屈
町
、
※

鶴
居
村
、
白
糠
町
、
中
標

津
町
、
標
津
町
、
羅
臼
町

川
、
伊
達
、
石
狩

　

▽
町
村
（
63
）
＝
当
別

町
、
八
雲
町
、
長
万
部
町
、

上
ノ
国
町
、※
厚
沢
部
町
、

奥
尻
町
、
今
金
町
、
せ
た

な
町
、
※
寿
都
町
、
※
黒

松
内
町
、
蘭
越
町
、
※
喜

茂
別
町
、
※
赤
井
川
村
、

上
川
町
、
※
東
川
町
、
美

62
町
村
に
つ

い
て
は
８
日

付
本
版
に
掲

載
済
み
）
、

居
住
地
か
ら

一
定
道
路
距

※
滝
上
町
、

興
部
町
、
雄

武
町
、
※
豊

浦
町
、
む
か

わ
町
、
日
高

町
、新
冠
町
、

　

石
油
連
盟
北
海
道
石
油
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
今
井
祐
介
所
長
）
は
今
月
４

日
の
帯
広
を
皮
切
り
に
、
道
内
４
会
場
で
「
全
道
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
」
を
順
次
開

催
し
て
い
る
。ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
な
ど
住
宅
業
界
関
係
者
を
対
象
に
、

コ
ス
ト
と
環
境
の
両
面
に
優
れ
た
灯
油
と
、
省
エ
ネ
な
ど
の
性
能
面
で
進
化
の

著
し
い
石
油
機
器
を
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
各

会
場
と
も
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

住
宅
セ
ミ
ナ
ー
は
帯

広
、
札
幌
、
中
標
津
町
で

終
了
。
22
日
に
室
蘭
の
市

文
化
セ
ン
タ
ー
（
幸
町
６

―
23
）
で
午
後
１
時
か
ら

行
わ
れ
る
。
５
日
に
開
催

さ
れ
た
札
幌
会
場
に
は
、

地
元
工
務
店
な
ど
か
ら
１

０
０
人
余
り
が
参
加
。
共

催
し
た
北
海
道
住
宅
新
聞

社
の
白
井
康
永
社
長
は

「
消
費
税
引
き
上
げ
が
先

延
ば
し
さ
れ
、
低
金
利
は

し
ば
ら
く
続
く
と
い
う
見

通
し
で
、
住
宅
業
界
は
他

業
界
と
比
較
す
れ
ば
若
干

良
い
。
余
裕
が
あ
る
う
ち

に
体
力
づ
く
り
を
進
め
た

い
」
と
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
石
油
機
器
の
進
化
に

つ
い
て
も
評
価
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、

道
石
油
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ

ー
の
芝
田
祐
二
副
所
長
が

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価

格
体
系
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
、
コ
ス
ト
面

で
の
灯
油
の
優
位
性
を
ア

ピ
ー
ル
。
ま
た
当
面
の
原

油
情
勢
に
も
触
れ
、
石
油

は
次
世
代
に
お
い
て
も
豊

富
に
存
在
す
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

引
き
続
き
、
日
本
ガ
ス

石
油
機
器
工
業
会
が
石
油

燃
焼
機
器
の
市
場
動
向
な

ど
を
説
明
し
た
後
、
メ
ー

カ
ー
７
社
に
よ
る
最
新
機

器
の
展
示
会
に
移
っ
た
。

　

最
後
に
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ス
タ
ジ
オ
新
潟
の
相
模

稔
社
長
が
「
小
さ
な
工
務

店
の
経
営
戦
略
」
を
テ
ー

マ
に
特
別
講
演
を
行
い
、

〝
行
列
の
で
き
る
工
務
店
〞

の
条
件
を
披
露
。
寒
冷
地

の
北
海
道
で
は
、
差
別
化

の
一
案
と
し
て
「
超
高
断

熱
住
宅
プ
ラ
ス
灯
油
タ
ン

ク
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
備

蓄
」
を
提
唱
し
た
。

　

旭
川
（
吉
国
知
識
理
事

長
）
、
宗
谷
（
菅
原
耕
理

事
長
）
、
上
川
北
部
（
園

部
一
正
理
事
長
）
、
留
萌

（
対
馬
健
一
理
事
長
）
、

富
良
野（
岸
英
夫
理
事
長
）

の
５
地
方
石
協
で
つ
く
る

「
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
５
石
協

連
絡
会
議
」
は
、
２
０
１

６
年
度
会
合
を
９
月
15
日

午
後
３
時
か
ら
花
月
会
館

（
旭
川
市
３
―
７
）
で
開

催
す
る
。
日
本
銀
行
旭
川

事
務
所
の
河
村
賢
士
所
長

の
講
話
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

北
見
（
原
谷
真
人
理
事

長
）
、
帯
広
（
高
橋
勝
坦

理
事
長
）
、
釧
根
（
四
十

物
祐
吉
理
事
長
）
、
紋
別

（
薩
田
和
明
理
事
長
）
の

４
地
方
石
協
で
つ
く
る

「
道
東
４
石
協
経
営
懇
談

会
」
は
、
２
０
１
６
年
度

会
合
を
８
月
23
日
午
後
３

時
か
ら
、
北
見
ピ
ア
ソ
ン

ホ
テ
ル
（
北
見
市
北
３
西

３
―
６
）
で
開
催
す
る
。

　

留
萌
地
方
石
協
（
対
馬

健
一
理
事
長
）
は
、
地
域

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て

「
防
犯
と
交
通
安
全
教
室
」

を
19
日
午
後
２
時
30
分
か

ら
留
萌
市
立
港
南
中
学
校

で
開
催
す
る
。

　

同
石
協
の
全
組
合
員
Ｓ

Ｓ
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
か
け
こ
み
１
１
０
番
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的

に
、
留
萌
警
察
署
の
協
力

を
得
て
毎
年
夏
に
実
施
し

て
い
る
催
し
も
今
年
で
８

回
目
と
な
る
。
２
０
０
９

年
度
か
ら
留
萌
市
内
の
小

学
校
を
対
象
に
実
施
し
て

き
た
が
、
13
年
度
に
全
校

を
巡
回
し
た
た
め
、
昨
年

度
か
ら
は
中
学
校
で
の
開

催
に
移
っ
て
い
る
。

　

石
油
連
盟
北
海
道
石
油

シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
今

井
祐
介
所
長
）
の
新
職
員

に
、
越
後
屋
隆
氏
が
７
月

１
日
付
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
着
任
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
に

よ
り
、
男
性
３
人
、
女
性

１
人
の
４
人
体
制
に
強
化

さ
れ
た
。

住宅業界関係者らが100人以上詰め
かけた札幌会場

業
界
注
目
の
工
務
店
の
手
法

を
披
露
す
る
相
模
氏

最新石油機器の展示会も盛況だった

石連・道石油ＳＣ

盛況!「住宅セミナー」
帯
広
皮
切
り
に
４
会
場
で

灯
油
の
優
位
性
ア
ピ
ー
ル

釧
路
な
ど
52
市
町
村

新
た
な
供
給
不
安
自
治
体
に
浮
上

ＳＳ過疎地

留　
　

萌
　

19
日
に
防
犯
、交
通
安
全
教
室

道
北
５
石
協

連
絡
会
議
開
催

９
月
15
日
に

北
見
で
道
東
４

石
協
経
営
懇
談
会

８
月
23
日
に

越
後
屋
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
着
任

石
連
・
道
石
油
Ｓ
Ｃ

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
吉
岡
理
事
長（
写
真
）

は
、
「
中
央
の
会
議
の
模

様
や
業
界
の
動
き
な
ど
、

知
り
得
た
情
報
は
、
資
料

も
含
め
て
迅
速
に
役
員
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
提
供

し
て
、
様
々
な
こ
と
に
対

し
共
通
の
問
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
行
く
。
活
気
あ

る
組
合
に
向
け
て
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

県
内
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
の

協
議
会
に
分
け
、
そ
の
地

区
ご
と
に
情
報
を
伝
達
、

さ
ら
に
支
部
で
徹
底
を
図

っ
て
い
く
新
体
制
が
事
務

局
か
ら
説
明
さ
れ
〝
吉
岡

執
行
部
〞
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

な
お
、
新
体
制
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）
。

　

〈
協
議
会
担
当
役
員
〉

　

▽
Ａ
地
区
（
金
沢
・
石

川
・
河
北
・
鶴
来
）
＝
本

村
幸
宏
▽
Ｂ
地
区
（
加
賀

江
沼
・
小
松
・
能
美
）
＝

吉
原
慎
吾
▽
Ｃ
地
区
（
羽

咋
・
七
尾
鹿
島
）
＝
越
村

知
史
▽
Ｄ
地
区
（
輪
島
・

鳳
至
・
珠
洲
）
＝
中
市
隆

幸
　

〈
委
員
会
・
委
員
長
〉

　

▽
総
務
＝
吉
原
慎
吾
▽

制
裁
、
不
服
審
査
＝
吉
原

慎
吾
▽
金
融
＝
山
上
公
介

▽
共
同
受
注
＝
中
西
義
浩

▽
広
報
＝
中
市
隆
幸
▽
構

造
改
善
推
進
＝
野
村
幸
宏

▽
経
営
、
危
険
物
安
全
対

策
＝
山
上
公
介

　

石
川
石
商
・
協
（
吉
岡

英
一
郎
理
事
長
）
の
新
専

務
理
事
に
越
村
知
史
氏

（
写
真
）
が
こ
の
ほ
ど
着

任
し
た
。

　

地
元
銀
行
で
か
つ
て
同

僚
だ
っ
た
吉
岡
理
事
長
か

ら
の
要
請
で
石
油
の
世
界

へ
。
減
収
覚
悟
の
英
断
だ

っ
た
が
「
銀
行
で
は
融
資

部
や
審
査
部
が
長
か
っ
た

の
で
Ｓ
Ｓ
の
苦
し
い
事
情

は
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
に
自
分
の
経
験
が
組
合

員
の
お
力
に
な
れ
る
は

ず
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
と
確
信
し
て
の
転

職
。
お
仲
間
に
加
え
て
い

た
だ
い
た
以
上
、
全
力
で

取
り
組
む
」
と
闘
志
を
燃

や
す
。
大
学
時
代
陸
上
部

で
活
躍
。
銀
行
で
は
社
会

人
陸
上
の
監
督
、
い
ま
も

県
陸
協
の
部
長
を
務
め
る

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。

　

総
会
後
、
初
の
富
山
石

商
・
協（
島
竜
彦
理
事
長
）

の
理
事
会
が
こ
の
ほ
ど
石

油
会
館
で
開
か
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
、
島
理
事

長
（
写
真
）
は
、
英
国
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
、
昭
シ
ェ
ル
と

出
光
合
併
に
対
す
る
創
業

家
の
反
対
声
明
な
ど
に
触

れ
な
が
ら
、
「
こ
の
と
こ

ろ
大
き
な
動
き
が
あ
る

が
、
そ
う
い
う
も
の
と
原

油
価
格
へ
の
影
響
な
ど
を

我
々
も
見
な
が
ら
し
っ
か

り
と
経
営
し
て
い
こ
う
」

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
射
水
市
で
安
売

り
を
続
け
る
コ
ス
ト
コ
Ｓ

Ｓ
に
つ
い
て
「
過
去
３
回

申
告
し
た
不
当
廉
売
の
訴

え
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
日

届
い
た
申
告
４
回
目
の
回

答
も
公
取
委
は
独
禁
法
違

反
行
為
は
認
め
ら
れ
な
い

と
し
た
。
し
か
し
、
同
業

者
の
排
除
、
組
合
員
を
廃

業
に
追
い
込
む
よ
う
な
安

売
り
に
対
し
て
は
、
今
後

何
度
で
も
公
取
委
に
訴
え

る
な
ど
コ
ス
ト
コ
に
対
峙

し
て
い
く
」と
強
調
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
先
ご
ろ

の
総
会
で
新
役
員
が
選
出

さ
れ
た
の
を
受
け
、
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
を
一
部
削

減
す
る
な
ど
し
て
各
委
員

会
構
成
を
承
認
。
事
務
局

か
ら
は
洗
車
タ
オ
ル
な
ど

共
同
事
業
全
種
目
目
標
達

成
で
、
全
石
連
か
ら
報
奨

金
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　

各
委
員
会
の
委
員
長
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

　

▽
常
任
＝
島
竜
彦
▽
総

務
＝
土
地
豊
隆
▽
組
織
活

性
化
＝
島
田
公
志
▽
共
同

事
業
＝
土
地
豊
隆
▽
計
量

管
理
＝
奥
野
義
一
郎
▽
信

用
保
証
＝
浜
岡
正
夫
▽
官

公
需
共
同
受
注
＝
渡
辺
栄

一
▽
経
営
＝
島
田
公
志
▽

災
害
対
策
＝
島
竜
彦

　

【
油
政
連
】

　

▽
会
長　

山
本
徹

　

岐
阜
石
商
（
澤
田
栄
理

事
長
）
の
２
０
１
６
年
度

青
年
部
会
通
常
総
会
が
こ

の
ほ
ど
岐
阜
市
内
で
開
か

れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
新

役
員
の
選
出
や
今
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
案
な

ど
を
承
認
し
た
。

　

塩
谷
博
英
部
会
長
の
冒

頭
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
部

会
長
に
選
ば
れ
た
伊
藤
謙

一
氏
（
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
石

油
社
長
・
昭
シ
ェ
ル
系
）

は
「
青
年
部
会
の
メ
ン
バ

ー
同
士
、
活
発
に
意
見
を

交
わ
し
互
い
に
刺
激
し
合

う
こ
と
が
大
事
。
部
会
で

掲
げ
た
目
標
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

青
年
部
会
生
み
の
親
で
も

　

富
山
石
商
・
協
（
島
竜

彦
理
事
長
）
の
事
務
局
を

統
括
し
て
き
た
成
田
和
生

専
務
理
事
が
６
月
末
で
退

任
、
こ
れ
ま
で
の

功
績
に
対
し
島
理

事
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。
県

職
員
か
ら
４
年
前
に
専
務

理
事
に
着
任
し
、
執
行
部

の
一
員
と
し
て
組
合
を
支

え
て
き
た
成
田
氏
は
「
競

争
の
激
し
さ
を
痛

感
す
る
日
々
だ
っ

た
。仕
事
に
慣
れ
、

皆
さ
ん
と
も
知
り

合
い
に
な
れ
た
だ

け
に
寂
し
さ
は
あ

る
が
、
い
ま
は
感

謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

深
々
と
頭
を
下
げ
た
。

島
理
事
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
る
成
田
専
務
理
事
（
左
）

あ
る
澤
田
理
事
長
は
「
全

国
青
年
部
会
の
先
駆
け
と

な
っ
た
当
部
会
も
今
年
で

15
周
年
を
迎
え
た
。
元
売

再
編
な
ど
大
き
な
動
き
の

中
で
、
若
手
経
営
者
が
未

来
を
見
据
え
て
業
界
発
展

を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と

激
励
し
た
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

青
年
部
会
恒
例
の
講
演

会
が
総
会
後
開
か
れ
、
経

産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
佐
合
達
矢
石
油
流
通
課

長
（
当
時
）
が
「
最
近
の

石
油
流
通
政
策
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
。

　

Ｓ
Ｓ
数
の
推
移
や
元
売

直
売
店
の
増
加
実
態
な
ど

概
略
を
説
明
後
、
Ｊ
Ｘ
と

東
燃
、
出
光
と
昭
シ
ェ
ル

と
の
経
営
統
合
問
題
に
触

れ
、
「
流
通
段
階
の
経
営

統
合
・
集
約
化
・
業
務
提

携
な
ど
が
大
事
」
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
仕
切
り
体
系

の
透
明
化
・
合
理
化
や
需

給
反
映
の
市
場
価
格
の
確

立
な
ど
の
重
要
性
を
強
調

し
た
。

青年部会であいさつする伊藤新部会
長㊨と講演する佐合前流通課長㊧

積極的な諸活動の展開を決めた
青年部会の総会

吉
岡
新
執
行
部
が
始
動

４
地
区
協
議
会
制
を
導
入
石　川

岐阜・青年部会総会

新
専
務
理
事
に

越
村
知
史
氏石　

川

佐
合
エ
ネ
庁

前
課
長

が
流
通
政
策
で
講
演

新
部
会
長
に
伊
藤
謙
一
氏

０
５
２
（
３
２
１
）
６
０
０
１

中
部
支
局
（

）

名
古
屋
市
中
区
正
木

３‒

２‒

70 

愛
知
県
石
油
会
館

中

部

　

石
川
石
商
・
協
（
吉
岡
英
一
郎
理
事
長
）
は
２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
後

初
の
理
事
会
を
こ
の
ほ
ど
開
き
、
各
委
員
会
担
当
の
役
員
な
ど
を
決
め
、
新

た
に
就
任
し
た
吉
岡
理
事
長
の
新
体
制
が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。

新
年
度
委
員
会
構
成
を
承
認
富　山

不
当
事
案
は
公
取
訴
え

富
　
山

成田専務理事
退任で感謝状
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■ブリヂストン■
ＪＡＦと群馬の大型商業施設で点検イベント

　ブリヂストンと日本自動車連盟（Ｊ
ＡＦ）は先ごろ２日間にわたり、群馬
県高崎市内のショッピングモールで
「セーフティー＆エコステーション」
を開催した。ファミリー層や一般のド
ライバーを対象に、クルマの安全運転
やタイヤ点検などを訴求するイベント
で、ブリヂストンとＪＡＦが年に３、
４回全国で開催している。群馬県での
開催は今回が初めて。２日間を通じ、
家族連れなど約1300人が来場した。

■横浜ゴム■
「ＹＯＫＯＨＡＭＡまごころ基金」設立

　横浜ゴムは、従業員による社会貢献
基金「ＹＯＫＯＨＡＭＡまごころ基金」
を設立したと発表した。寄付を希望す
る従業員が会員となり、給与から毎月
１口100円を天引きして積み立てる。
集まった資金は、環境保全など社会課
題の解決に取り組むＮＰＯなどの団体
に資金援助する。このほか重大な災害
が発生した際には義援金として拠出す
る。横浜ゴムは同基金が資金援助や義
援金を寄付する際に、基金と同額を寄
付するマッチングギフトを実施する。

■トヨタ博物館■
16日から「はたらく自動車」企画展

　トヨタ自動車が運営するトヨタ博物
館（愛知県長久手市）は、16日から11
月27日まで、緊急車両や産業車両を紹
介する企画展「はたらく自動車」を開
催する。トヨタ「クラウン」のパトカ
ーなど６台を展示。 10回目の今回は、
６台とも乗り込み可能とした。大人入
館料は１千円、65歳以上500円。

　

車
い
す
生
活
の
方
が
自

動
車
を
運
転
す
る
に
は
、

障
が
い
に
応
じ
た
車
両
の

改
造
が
必
要
だ
が
、
改
造

済
み
の
レ
ン
タ
カ
ー
車
両

は
少
な
く
、
車
い
す
の
お

客
様
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
環
境
は
整
っ
て
い
な

い
。
「
ハ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
」
は
、
①
「
取
付
工

事
や
車
両
の
改
造
が
不
要

で
、す
ぐ
に
脱
着
が
可
能
」

②
「
押
す
と
ブ
レ
ー
キ
、

引
く
と
ア
ク
セ
ル
を
操
作

で
き
操
作
が
簡
単
」③「
か

わ
さ
き
基
準
福
祉
製
品
認

証
を
取
得
し
て
お
り
安
全

性
も
万
全
」
な
ど
が
大
き

な
特
色
で
、
車
い
す
の
方

の
運
転
を
補
助
す
る
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
、
車

い
す
利
用
者
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ア
ン
や
観
戦
者
が
国
内

外
か
ら
集
ま
る
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
同
社
で

は
、
ま
ず
直
営
６
店
舗
で

の
実
績
を
積
み
重
ね
、
そ

れ
ら
を
基
に
全
国
の
ニ
コ

ニ
コ
レ
ン
タ
カ
ー
加
盟
店

に
参
加
を
呼
び
か
け
る
予

定
。
日
本
の
レ
ン
タ
カ
ー

業
界
に
先
駆
け
て
、
車
い

す
の
方
向
け
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
取
り
組
む
。

　

ニ
コ
ニ
コ
レ
ン
タ
カ
ー

を
運
営
す
る
レ
ン
タ
ス
は

先
ご
ろ
、
関
連
会
社
で
あ

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
、
ホ

ー
ム
ネ
ッ
ト
カ
ー
ズ
と
と

も
に
、
第
１
回
ニ
コ
レ
ン

直
営
店
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
、専
業
店
、

Ｓ
Ｓ
併
設
店
か
ら
11
人
の

店
長
・
フ
ロ
ン
ト
担
当
者

ら
が
参
加
し
て
日
ご
ろ
の

接
客
術
を
披
露
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
方
式
で
行

わ
れ
、
来
店
か
ら
出
発
応

対
、帰
着
応
対
に
つ
い
て
、

Ｓ
ク
ラ
ス
禁
煙
、
１
泊
２

日
利
用
、
事
前
予
約
・
新

規
顧
客
応
対
な
ど

様
々
な
想
定
の
も

と
、
Ｓ
Ｓ
接
客
応

対
と
専
業
店
接
客

応
対
と
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
話
術
・
熟
練
度

な
ど
を
競
っ
た
。

　

激
戦
の
末
、
１

位
に
は
九
州
・
長

崎
空
港
店
（
専
業

店
）
の
吉
田
和
さ

ん
が
選
ば
れ
た
。

　

バ
ン
ザ
イ
（
東
京
都
港

区
、
柳
田
昌
宏
社
長
）
は
、

プ
ロ
仕
様
の
新
ケ
ミ
カ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
Ｂ
―
Ｐ
Ｒ
Ｏ

（
ビ
ー
プ
ロ
）
」
を
立
ち

上
げ
た
。
７
月
か
ら
Ｓ
Ｓ

や
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
整

備
工
場
な
ど
に
販
売
を
開

始
し
た
。

　

「
Ｂ
―
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」
は
、

他
社
に
な
い
高
性
能
・
使

い
や
す
さ
・
コ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
重
点
を
置

い
て
開
発
さ
れ
た
も
の

で
、
使
っ
て
違
い
の
わ
か

る
商
品
と
し
て
、
高
性
能

無
機
ガ
ラ
ス
ボ
デ
ィ
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
高
耐
久
ウ
イ

ン
ド
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
を
用
意
し
た
。「
Ｂ

―
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」
は
、
認
知
さ

れ
や
す
い
よ
う
商
品
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
黒
と
オ
レ
ン
ジ

の
デ
ザ
イ
ン
で
統
一
。
全

国
７
会
場
で
７
〜
９
月
に

か
け
て
開
く
整
備
機
器
の

展
示
会
「
バ
ン
ザ
イ
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
１
６
」
で
専

用
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

ほ
か
、
の
ぼ
り
や
カ
タ
ロ

グ
も
用
意
し
、
全
国
規
模

で
新
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
を

展
開
す
る
こ
と
で
認
知
度

を
引
き
上
げ
る
。

　

バ
ン
ザ
イ
は
先
ご
ろ
、

２
０
１
５
年
度（
第
89
期
）

決
算
を
発
表
し
た
。
売
上

高
は
前
期
比
９
・
１
％
増

の
３
０
３
億
４
８
０
０
万

円
と
９
年
ぶ
り
に
３
０
０

億
円
を
突
破
し
、
営
業
利

益
も
同
35
・
３
％
増
の
10

億
３
２
０
０
万
円
、
純
利

益
も
同
35
・
３
％
増
の
５

億
７
５
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
市
場
が
活
況
だ
っ
た

た
め
大
幅
な
増
収
増
益
を

実
現
し
た
も
の
で
、
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
テ
ス
タ
ー
の
検

査
基
準
が
変
更
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
特
需
と
、
大
型

車
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
設
備
投

資
更
新
が
活
発
だ
っ
た
こ

と
が
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

今
期
は
売
上
高
が
２
８

７
億
円
、
営
業
利
益
が
８

億
円
、
経
常
利
益
が
７
億

円
と
、
特
需
が
終
息
す
る

こ
と
な
ど
を
要
因
に
減
収

減
益
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
16
年
度
は
、
20
年
の

創
業
１
０
０
周
年
に
向
け

た
事
業
戦
略
の
展
開
と
、

商
品
力
の
強
化
、
人
材
育

成
策
の
充
実
の
３
点
を
重

点
施
策
に
、
着
実
な
事
業

計
画
の
達
成
を
目
指
す
。

ニ
コ
レ
ン

大
幅
な
増
収
増
益

バ
ン
ザ
イ

15
年
度

新
ケ
ミ
カ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
Ｂ
―
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」投
入
バ
ン
ザ
イ

第
１
回
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
テ
ス
ト
レンタス

11
人
が
接
客
術
披
露

Z
E
N
S
E
K
I

ト
レ
ン
ド

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

　

ニ
コ
ニ
コ
レ
ン
タ
カ
ー
を
運
営
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｍ
Ｉ

Ｃ
、
本
社
＝
横
浜
市
、
増
田
信
夫
社
長
）
は
、
４
日
か
ら
直
営
店
６
店
舗
（
新
千
歳
空
港
店
、
新
横
浜
駅

店
、
成
田
空
港
店
、
長
崎
空
港
店
、
福
岡
空
港
店
、
鹿
児
島
空
港
店
）
で
、
脱
着
可
能
な
手
動
式
ア
ク
セ

ル
・
ブ
レ
ー
キ
「
ハ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
（
写
真
）
を
導
入
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
レ
ン
タ
カ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
。
車
い
す
生
活
の
方
に
も
好
き
な
車
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
無
理
な
く
す
ぐ
に
運
転
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
。
事
前
の
予
約
が
あ
れ
ば
、
各
店
舗
ス
タ
ッ
フ
が
空
港
や
駅
ま
で
車
い
す
の
お

客
様
を
迎
え
に
行
く
サ
ー
ビ
ス
も
併
せ
て
実
施
す
る
。

１
位
に
選
ば
れ
た
長
崎
空
港
店

の
吉
田
さ
ん
（
左
）

ま
ず
６
直
営
店
で
導
入

Z
E
N
S
E
K
I

６
月
市
況
概
況

　

国
内
卸
価
格
の
ベ
ー
ス

と
な
る
中
東
産
原
油
（
Ｆ

Ｏ
Ｂ
）
６
月
価
格
平
均
値

（
㍑
換
算
）
は
前
月
比
０

・
２
円
高
の
31
・
１
円
水

準
、
５
ヵ
月
連
続
で
上
昇

し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
税
と
石

油
石
炭
税
を
加
算
し
国
内

向
け
ガ
ソ
リ
ン
卸
値
に
換

算
す
る
と
87
円
水
準
。

　

週
決
め
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

連
動
ベ
ー
ス
推
計
の
う

ち
、
ガ
ソ
リ
ン
陸
上
現
物

指
標
（
京
浜
仕
様
・
近
距

離
ケ
ー
ス
）
は
１
０
３
・

５
円
（
前
月
比
３
・
７
円

高
）
、
一
方
、
東
京
バ
ー

ジ
先
物
は
１
０
０
・
３
円

（
０
・
７
円
高
）と
な
り
、現

物
指
標
が
先
物
価
格
以
上

に
値
上
が
り
し
た
。
こ
の

結
果
、
３
・
２
円
の
現
物

高
・
先
物
安
に
広
が
っ
た
。

　

中
間
３
品
の
現
物
指
標

は
灯
油
46
・
８
円
（
４
・
５

円
高
）
、
軽
油
46
・
６
円

（
４
・
３
円
高
）、
Ａ
重
油

44
円（
３
・
６
円
高
）と
な

り
、い
ず
れ
も
値
上
が
り
。

　

海
外
か
ら
の
輸
入
ガ
ソ

リ
ン
推
計
値
は
97
・
７
円

（
１
・
３
円
安
）
と
下
落

し
た
。
中
間
３
品
の
推
計

値
も
灯
油
45
・
３
円
（
０

・
４
円
高
）
、
軽
油
44
・

８
円（
０
・
５
円
高
）で
い

ず
れ
も
値
上
が
り
し
た
。

　

系
列
仕
切
り
は
ガ
ソ
リ

ン
が
前
月
比
で
昭
シ
ェ
ル

４
・
６
円
高
、
Ｊ
Ｘ
４
・

３
円
高
、
Ｅ
Ｍ
Ｇ
４
・
２

円
高
、
出
光
２
・
８
円
高

と
い
ず
れ
も
上
昇
。
中
間

３
品
も
灯
油
が
昭
シ
ェ
ル

４
・
６
円
高
、
Ｊ
Ｘ
３
・

９
円
高
、
出
光
３
・
１
円

高
と
値
上
げ
、
軽
油
も
Ｊ

Ｘ
５
・
７
円
高
、
昭
シ
ェ

ル
４
・
６
円
高
、
出
光
３

・
１
円
高
と
上
昇
し
た
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｇ
外
販
予
想
値
お

よ
び
Ｊ
Ｘ
先
行
仕
切
り
か

ら
推
計
し
た
６
月
の
ノ
ン

ブ
ラ
ン
ド
玉
月
平
均
は
98

・
２
〜
98
・
５
円
の
水
準
。

６
月
調
査
の
東
京
石
商
の

仕
切
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

系
列
仕
入
れ
は
前
月
比
１

・
７
円
高
の
１
０
３
・
５

円
、
流
通
卸
（
業
転
）
は

２
・
４
円
高
の
99
円
。
東

京
商
品
取
引
所
の
７
月
納

会
価
格
は
東
京
バ
ー
ジ
ガ

ソ
リ
ン
が
前
月
比
１
・
６

円
安
の
96
・
７
円
、
中
京

ロ
ー
リ
ー
ガ
ソ
リ
ン
も
０

・
９
円
安
の
96
・
５
円
。

　

ガ
ソ
リ
ン
に
つ
い
て
エ

ネ
庁
発
表
の
卸
調
査
結
果

の
全
国
平
均
を
一
般
特
約

店
仕
切
り
の
平
均
値
と

し
、
そ
こ
か
ら
現
物
指
標

の
平
均
値
（
配
送
料
１
・

５
円
加
算
）
を
引
い
た
、

い
わ
ゆ
る
業
転
格
差
は
推

計
６
・
１
円
と
な
っ
た
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
調

査
に
よ
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
小
売
市
況
６
月
の

全
国
平
均
は
前
月
比
４
・

８
円
高
の
１
２
３
・
５
円
、

最
低
価
格
は
４
・
９
円
高

の
１
１
９
・
３
円
に
値
上

が
り
し
た
。
安
値
Ｓ
Ｓ
の

代
表
格
で
あ
る
ジ
ョ
イ
フ

ル
本
田
は
５
・
３
円
高
の

１
１
１
・
３
円
に
上
昇
。

　

こ
れ
を
受
け
、
ガ
ソ
リ

ン
小
売
粗
利
推
計
は
全
国

平
均
で
前
月
比
０
・
３
円

良
化
の
８
・
９
円
と
な
っ

た
。
わ
ず
か
に
上
昇
し
た

が
、
４
ヵ
月
連
続
で
１
桁

の
マ
ー
ジ
ン
幅
に
低
迷
し

た
。
前
月
比
で
み
る
と
12

都
道
県
で
粗
利
推
計
の
幅

が
悪
化
し
た
。
最
も
落
ち

込
ん
だ
の
は
滋
賀
の
２
円

悪
化
だ
っ
た
。
一
方
、
前

年
比
で
は
全
国
平
均
が
０

・
３
円
良
化
し
た
。
た
だ

依
然
、
16
道
府
県
は
マ
ー

ジ
ン
悪
化
と
な
り
、
特
に

高
知
は
６
円
も
の
大
幅
減

が
今
月
も
発
生
し
た
。

　

粗
利
推
計
の
10
円
割
れ

エ
リ
ア
は
37
道
府
県
、
前

月
と
比
べ
る
と
拡
大
し

た
。
最
低
水
準
は
秋
田
の

５
・
２
円
と
な
っ
た
。
こ

の
粗
利
推
計
幅
の
算
定
基

準
と
し
て
い
る
エ
ネ
庁
小

売
市
況
調
査
は
フ
ル
Ｓ
Ｓ

も
対
象
に
含
ま
れ
る
た

め
、
セ
ル
フ
の
多
い
激
戦

地
の
実
勢
値
は
よ
り
低
マ

ー
ジ
ン
に
陥
っ
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。

　

軽
油
の
小
売
全
国
平
均

は
前
月
比
３
・
１
円
高
の

１
０
３
・
４
円
に
値
上
が

り
。
粗
利
推
計
は
前
月
比

２
・
１
円
悪
化
、
前
年
比

０
・
４
円
良
化
の
15
・
９

円
。ま
た
、灯
油
店
頭（
㍑

当
た
り
）は
１
・
７
円
高
の

64
円
。
粗
利
推
計
は
前
月

比
２
・
３
円
悪
化
、
前
年

比
１
円
悪
化
の
10
・
７
円
。

　

６
月
の
原
油
価
格
は
４
ヵ
月
連
続
で
上
昇
し
た
。
原
油
高
に
伴
い
、
ガ
ソ
リ

ン
卸
は
現
物
、
先
物
、
系
列
仕
切
り
の
い
ず
れ
と
も
値
上
が
り
が
続
い
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
、
ガ
ソ
リ
ン
小
売
市
況
で
も
コ
ス
ト
転
嫁
が
徐
々
に
進
み
、
前
月

比
で
小
売
粗
利
推
計
値
が
や
や
良
化
し
た
。
た
だ
、
ガ
ソ
リ
ン
小
売
の
全
国
平

均
粗
利
推
計
は
依
然
１
桁
台
に
沈
ん
で
い
る
。

Ｇ卸

５
ヵ
月
連
続
で
原
油
上
昇

「
現
物
高
・
先
物
安
」拡
大

小　売

粗
利
わ
ず
か
に
上
昇
8.9
円

37
県
で
は
10
円
割
れ

業転格差6.1円に拡大

粗利依然１桁台
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